
問
　
相
談
支
援
及
び
精
神
障

が
い
者
支
援
の
取
組
状
況
は

ど
う
か
。

答
　
「
霧
島
市
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

身
体
・
知
的
・
精
神
・
発
達

障
害
の
あ
る
者
お
よ
び
障
が

い
児
、
難
病
患
者
な
ら
び
に

そ
の
家
族
や
関
係
者
に
対
す

る
総
合
的
な
相
談
支
援
、
他

の
相
談
支
援
事
業
所
に
対
す

る
指
導
、
助
言
、
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
障

害
の
あ
る
方
々
や
そ
の
家
族

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

相
談
支
援
に
努
め
て
い
く
。

災
害
時
避
難
場
所
の
通
信
手

段
整
備
を

問
　
避
難
所
の
Wi‐

Fi
整
備

の
計
画
は
ど
う
か
。

答
　
２
次
避
難
所
に
お
け
る

避
難
者
に
対
し
、
家
族
な
ど

関
係
者
の
安
否
確
認
や
情
報

収
集
に
必
要
な
通
信
手
段
を

迅
速
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

本
市
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て

通
信
事
業
者
が
臨
時
に
Wi‐

Fi
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問
　
市
民
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
設
置
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
学
校
教

育
現
場
の
３
密
を
回
避
す
る

た
め
、
国
や
県
へ
少
人
数
学

級
を
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
一
箇
所
で
の
対
応
は
、

人
的
・
ス
ペ
ー
ス
的
に
困
難

で
あ
る
。
相
談
の
内
容
に
よ

り
、
職
員
が
次
の
窓
口
ま
で

案
内
す
る
な
ど
横
断
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
。
学
校
に

つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
も

少
人
数
学
級
を
求
め
て
い

る
。

市
民
へ
の
負
担
軽
減
策
は
積

極
的
に
周
知
を

問
　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
収
入

減
世
帯
の
国
保
税
・
介
護
保

険
料
の
軽
減
に
財
政
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
申
請
に
よ

り
減
免
で
き
る
が
、
周
知
が

必
要
で
は
な
い
か
。
前
年
度

所
得
と
比
較
し
て
３
０
％
以

上
の
減
少
が
対
象
で
あ
り
、

前
年
度
所
得
０
円
世
帯
で
は

対
象
と
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
市
民
の
生
活
を
守
る
対

応
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
個
別
に
案
内
は
し
て
い

な
い
が
、
広
報
誌
等
を
活
用

し
周
知
す
る
。
低
所
得
者
に

つ
い
て
は
、
国
の
基
準
に

沿
っ
て
減
免
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
営
住
宅
撤
去
後
の
公
有

地
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
　
小
・
中
・
高
校
の
学
校

教
育
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

は
ど
う
か
。

答
　
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
伝
統
や
文
化
に
関
す
る

学
習
、
環
境
に
関
す
る
学

習
、
生
命
の
尊
重
に
関
す
る

学
習
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
に
つ
な
が
る
現
代
的
な
諸

課
題
に
関
す
る
内
容
を
、
身

近
な
も
の
と
し
て
捉
え
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
児

童
生
徒
が
使
用
す
る
教
科
書

に
も
明
記
さ
れ
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
第
二
次
霧
島
市

教
育
振
興
基
本
計
画
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
位
置
付
け

て
お
り
、
問
題
解
決
に
主
体

的
、
協
働
的
に
取
り
組
み
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
科
等

横
断
的
な
学
習
や
探
求
的
な

学
習
の
充
実
を
図
る
。
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通

し
て
、
自
他
を
尊
重
し
、
持

続
的
な
社
会
を
築
い
て
い
く

力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
地
域
活
動
の
取
組

に
つ
い
て

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問

　
　19
人
が
一
般
質
問

　市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！
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前
島

　広
紀  

議
員

前
川
原 

正
人  

議
員

障
が
い
者
の
自
立
支
援
を

感
染
症
対
策
専
用
窓
口
の

設
置
を

川
窪

　幸
治  

議
員

質
の
高
い
学
校
教
育
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
霧
島
市
は
、
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
20
ト
ン
当
た
り

の
下
水
道
料
金
２
０
３
１
円

を
２
５
１
５
円
に
、
５
年
後

に
は
３
０
０
０
円
に
改
定
す

る
計
画
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
下
水
道
使
用
料
の

引
き
上
げ
は
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
込
ま
れ

ず
、
市
民
生
活
へ
の
多
大
な

影
響
を
考
慮
し
、
使
用
料
改

定
の
実
施
時
期
を
１
年
程
度

延
長
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
職
場
に
勤
務
す
る

人
へ
の
検
査
徹
底
と
助
成
を

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
２
波
に
備
え
、

医
療
・
福
祉
・
学
校
や
飲
食

店
・
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
集

団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
職

場
に
勤
務
す
る
人
に
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
お
こ
な

い
、
市
独
自
で
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
　
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
い
職
場
に
勤
務
す
る
人
の

定
期
的
な
検
査
は
望
ま
し
い

が
、
１
日
の
検
査
件
数
に
は

限
り
が
あ
り
、
定
期
的
な
検

査
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら

市
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。
状
況
に
よ
り
市
で
検

査
が
必
要
と
判
断
し
た
方
の

費
用
は
市
が
負
担
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
廃
棄
物
処
理
問
題
に
つ
い
て

・
災
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
言
葉
の
教
室
へ
事
情
に

よ
り
通
級
で
き
な
い
場
合
の

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
や
言
語
聴

覚
士
に
よ
る
専
門
的
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
　
本
市
は
２
校
設
置
さ
れ

て
お
り
41
人
が
在
籍
し
て
い

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指

導
は
有
効
と
考
え
、
課
題
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
専

門
性
を
高
め
る
こ
と
も
大
事

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
教
師
や
必
要
と
す
る
児

童
へ
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な

ど
を
配
布
で
き
な
い
か
。

答
　
表
情
や
口
元
が
見
え
る

た
め
有
効
で
あ
り
、
校
長
研

修
会
で
も
指
導
し
た
。現
在

小
学
校
10
校
、
中
学
校
３
校

が
購
入
を
希
望
し
て
い
る
。今

後
必
要
に
応
じ
整
備
す
る
。

持
続
可
能
な
環
境
整
備
を

問
　
自
治
会
加
入
率
の
推
移

は
ど
う
か
。

答
　
現
在
57
・
８
％
で
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
加
入
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
　
ご
み
削
減
に
向
け
ナ
ッ

ジ
等
を
活
用
し
た
行
動
変
容

を
促
す
取
組
を
推
進
で
き
な

い
か
。

答
　
ご
み
削
減
や
分
別
の
大

切
さ
を
啓
発
し
て
い
る
。
今

後
ナ
ッ
ジ
の
手
法
を
調
査
し

実
現
可
能
な
も
の
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
体

　
制
に
つ
い
て

問
　
霧
島
市
雨
水
管
理
総
合

計
画
の
な
か
で
、
冠
水
対
策

の
事
業
開
始
年
度
と
着
手
す

る
箇
所
や
そ
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
事
業
開
始
年
度
は
、
令

和
３
年
度
を
予
定
し
て
い

る
。
着
手
箇
所
等
に
つ
い
て

は
、
隼
人
町
姫
城
地
区
の
排

水
管
新
設
や
日
当
山
地
区
の

排
水
機
場
増
設
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　
大
雨
に
備
え
、
冠
水
さ

せ
な
い
有
効
的
な
ひ
と
つ
の

手
法
と
し
て
、
用
水
の
減

水
・
断
水
が
全
国
的
な
取
組

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
水
門
等
の
事
前
操
作
を

行
う
こ
と
で
、
用
水
路
の
減

水
や
断
水
に
よ
る
浸
水
対
策

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

同
様
の
対
応
を
含
め
、
必
要

に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
取
組
を
進
め

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
信
頼
さ
れ
る
行
政
経
営
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

宮
内

　博  

議
員

久
保

　史
睦  

議
員

下
水
道
料
金
値
上
げ
計
画

は
見
直
し
を

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
支
援
を

松
枝

　正
浩  

議
員

早
期
の
事
業
実
施
な
ど
で
︑

冠
水
や
浸
水
対
策
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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